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In　a　su 皿 nary 　the　Y2K　Problem　；　the　efforts 　by　risk 　manage 皿 ent 　and 　crisis 　management 　aro ロ n己

the　world 　to　reduce 　the　petential　proble田s　to　its　mini 皿u皿 vas 　said 　to　be　successfu1 ．
Go▼ erment 　and 　organizations 　aroun 己　the　實orld　enforced 　these 　risk 　redUction 　policies　and

the　results 　of 　this　should 　be　assessed 　Especially，　an　assess 皿 ent 　of 　the　role 　played 　by

information　syste 囗 engineers 　is　needed ．　 An。ther 　reason 　behind　the 　Y2K卩sminimal 　 effect

　 vas 　due　to 　the 　 non
−
eventuati   problems　that　were 　fereeast　for　e皿beded−chips ．　 The　Y2K

plami   of　business　and 　go ▼ erl 皿 ent 　has　been　a　boon　for　 crisis 皿anagement 　in　respect 　to

the　 experienees 　gained．　 In　the　future，　 this   orhow 　wi11 　be　inherited　and 　pロt　back　 into

　 the　syste ロ9

Kej円vords ：Y2K，　conti 聴 ency 　plaI』 IT
，　internet，　crisis 　manage 珮ent

1 ，Y2K 問題 の 総括

　2000年問題 （以 下 Y2K ）を総括す る と、世界的に リス ク

削減策が 効を奏 し影響 を最小 限 に くい 止 めた リス クマ ネジ メ

ン ト ・危機管理 の 成功 で あ る とい え る 。 世 界 的 に富 民 あ げ て

実施 した リス ク削減 策 の 成 果 は評価 す ぺ きで ある。特に 、情

報 シ ス テ ム 部門の 技術者の 対応努力 は評価する必 要 が ある。

影 響が少 な くて済ん だもうひ とつ の 理由は埋 め 込みチ ッ プ の

影響が 予想 よ り軽微 で あ っ たた め で あ る 。
Y2K 対 応に よ り

企業や自治体は危機管理 の 経験 を積ん だ 。 今後は こ の ノ ウハ

ウを継承 す る仕組 み 作 りが 求め られ る。
2 ，Y2K 問題 の 　摘事項 の 実際

・販 売 ソ フ ト　　 ク レ ジ ッ トカー
ド誤請求 （ア メ リカ）

・製品回収　　　　賞味期限 表示 誤 り

b．2月 29 日に関わ る事象
・金 融 シ ス テ ム

・建 物設備
・医療
・誤 表示

・機器

（2）時期 に よ る発 生事 象の 特

κ皿 の一部停止

入退 管理 シ ス テ ム

検査機器の 停止

鉄道 、 夜間金庫レ シート、振 り

込み 日、地震計な ど多数

気象観測機器
一
部停止

　　　　 と評価

1999年暮れ か ら2σ00年3月 まで に 発生 し た 事 案につ い て は、

対外的に影響を 与 え なか っ た事例 は報 告義務の ある
一

部業種

を 除き報道されて い ない。報道 され た 範囲 で 判断 して も、ラ

イ フ ライ ン 関連の 停止誤 作動などに よる社会的混乱お よび 生

命 に 関わ る事例の 発生 は無 か っ た が 、 そ れ 以 外の 事象は ひ と

とお り発 生 した。発 生 頻度は 少 なか っ たが 事前の 予 測 は適切

で あっ た。

一
！発 生 しな か っ た 事象

・ラ イ フ ラ イ ン の 停 止 （霓 気、ガ ス 、通信 、交通 ）

。企業間連鎖 による大規模な生産停 止

・生命 に関す る医 療関連の トラブル

・風評災害 （取り付け騒ぎやパ ニ ッ ク）

  発 生 した 事象

a．2000 年 に関わ る事象例

・日付の 逆転

・データの 消去

・誤 表 示

。
機能停止

。 埋 め込 み チ ッ プ

・誤請求
・建 物設備
・企業間シ ス テ ム

携帯電話の シ u
一

トメ
ー

ル 機能 の 侈止

銀 行 の 法 人顧 客 データ

医療機器、自治体各種登録 シ ス テ ム、
FAX など多数

外 国人 登録 シス テ ム、病院患者受付など

多数

原 発制御棒監視シ ス テ ム 停止、カーナ ビ

下水道工事料金、レ ン タル ピデ オ （韓国》

高層団地の 給湯暖房 の 停止 〔韓国）

フ ァ
ーム バ ン キ ン グの 停 止

Y2K は 1999年末 か ら2000年3月まで に い くつ か の トリガー

日が あ る。 以下 に 各 時期 につ い て 発 生 が懸 念 され た事象 とそ

の 評価をま とめ た。
  1999年 12月末 の 対 応の 評 価

2000年日付 の もの を年内に処 理 す る こ とに よ る トラブ ル が

懸念 され た が事故報告 は世界 的 に少 なか っ た 。 懸 念 され た銀

行の 預金引き出 しの 過熱およびそれに よ る取り付け騒ぎ、在

庫物資の 買い だ め に よるい わ ゆる トイ レ ッ トペ ーバ ー騒 ぎは

発 生 しなか っ た。 これは銀行で手厚 い 現金準備を行 っ た事や

各 店舗 で 窓 口業 務 優 先 方針 を取 るな どで ATM の 行 列 を緩和

す る対 応を実施 し た 等の 効果に よ る。ま た、ス
ーパーや コ ン

ビ ニ などで は 12月 24日頃 か ら在庫切 れに よ る トラブル 対応の

た め の 警戒態勢を実施 して お りそれが 効果を あげた 。

  2000年 1 月 1 日 の 対応の 評価
一番 の トリPt−一日で あっ たが、多 くの 産業で は休 日の ためラ

イフ ライン 関連が注目された。ライ フ ライン 関係は大きな ト

ラブ ル が発生 せ ず 、 社会的 な混 乱は 回避 され た 。 こ れ は ライ

フ ライ ン 関連の 企 業が 世界的に 早 くか ら情報交換 を行い 対応

策 を取 っ て きた 成 果 で あ る。
  2000年 1月 4日一1月末 まで の 対 応の

多くの 企業 ・自治体で 小規模 の Y2K トラブル を 経験 した

が 、基本的に は組 織内部で と ど ま り、社会的な混乱を起 こす

こ とは なか っ た 。 こ れ は 1999年末ま で の 対応 に加 えて 年末年

始の 休 日を有効 に利用す る こ とが出来たためで ある。
a．12 月末の 事前準備が可能で あ っ た 。 例 え ば銀行な ど元帳

　の 印刷 を実施。 製造業で は在庫備蓄の 増加 な ど を実施 した。
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b．要員の 待機体制を取 る こ とが 出来そ れが有効に働い た。ラ

　イ フ ライ ン 企業各社で は年初の 点検を索早く実施で き 、 不

　具合 の 早 期是正 を実施 した。

c．1月 1 日
一 3 日 （業務に よっ ては そ れ以上）の 修復期聞が

　有効 で あ っ た 。 特 に シ ス テ ミ ッ ク （連鎖） リス ク を持 つ 業

　種 、銀 行、証 券などでは 年が変わっ た後 の 稼働確認最終テ

　ス トお よびテ ス トで 発見され た不具合の 修復期間を取 る こ

　 とが 出来た 。 例え ば1月2日に証券会社の 確認テ ス トで 発見

　 された埋め込み チ ッ プの トラブル も修復が 可能で あっ た 。

d．多 くの 企業が事舸に 対応 を取 り、問 題 の 発 生確串 を下 げ た

　た め 、 実際の トラブル 件数が ベ ン ダーの 対応能力 の 範囲内

　に 収ま り、何 とか 修復 の 対応待ち を発生させ ず に済ませた。

  1月 4 日一 1月末 ま での 状況

1月 4 日以 降は 実際 の 営業 日となり各 企業
・
自治体は多 くの

デ
ータ を奚際に 用い

、 また 重要度の B ラン ク 以下の シ ス テ ム

稼働が 始ま り、実際に組織内に とどま る トラ ブル は 1月 1 日

よ り多く発生 して い る と推察され る 。 さらに 1 月末以降は 、

月例作業などの トラ ブル も発生 して い る 。

　 1月 末 まで の トラブル 況の 整理

1 月末ま で は2000年問題 の 最大 の トリガーで ある年下 2 桁が

99か ら00に逆転する こ とに よ る トラブル が 中心 で あ り、 そ の

多くは情報 シ ス テ ム の プ ロ グ ラ ムの 修正 もれ、修 正 した プ ロ

グ ラム の 本番移行漏れ、作業 ミス などに よる。埋め込みチ ッ

プ の 停止 も報告 され て い るが多くは な い
。

Y2K 問題 の 中心

は情報 シ ス テ ム の プ ロ グラム ミ ス で あ っ た 。

  2月 29日をす ぎ て の トラブル 状況 の 整理

s．2月 16日時点で の 2 月29日　題の 予測

2月 16日時点 で2月 29日問題 につ き次の よ うに 予測 した。発 生

頻度 は 1月 1日に比 較 して 少ない が、既 に発生 して い る もの も

あ り瞥戒は必 要で あ る 。 企業や自治体に とっ て、社会的なイ

ン フ ラの 停止 を想定 し た特別な待機体制は必 要ない 。

一方企

業自治体自らの 情報シ ス テ ム の トラブル 対応は s テ ス トや事

後対応を取 る必 要が あ る 。 特に 1月 1日 と異な り、2月 28日が

営業 日で あり事前準備や事後 の 復 旧期間が取れず、トラ ブル

が 即お客様に影響を 与 えて しま うこ とが 懸念 された。

b．2月29日問題の 実

予想 された とお り、 発生件数は世 界的に み て も 1月 1日 よ り少

な か っ た。しか し復 旧期間 が 取れなか っ た た め に、問題 が そ

の ま ま組織外へ 影響 を与 え る こ と とな っ た 。 社会的影響度 は

日本で は 1月 1日よ りも大きかっ た。こ れは、1月1日を無 事乗

り切っ た こ とが警戒感を ゆる め て し ま っ た 可 能性もあ る。ま

た シ ス テ ム テ ス トも1月1日 に 比 較 し2月 29日は手 薄 とな う た

感 もあ る。 今回 は1900隼と誤認する闘年問題 に加え て 、 そも

そ も閏年の 手当が なされ てい ない こ とが原因の トラブル も散

見 され た 。

  全　を通 し て の 　小企 業や 自治体の 評

a．中小 企 業の トラブル は予 想以 上に少 なか っ た。トラブル が

　発生 した と こ ろで は大企 業に 比べ て復 旧 に時間がか か り 1
　週間程 度手作業とな っ たとこ ろもあり、 また2000年最初の

　月次処 理 を 行 っ た 2月 中旬に 会 計関係 の トラブル が多 く報

　告され たが 総 じて 落ち着い て い る。こ れは埋 め込 み チ ッ プ

　 の トラブル 発生頻度が少なか っ たためと考えられ る。

b．自治体の 対応は取 り組み開始 の 温度差が あ っ た が 、 最 終的

　 に は大きな トラ ブル は発生 しなか っ た 。 対応の 過程 で は Y

　 2K 対策組織と防災計画 に 定め る組織との 調整に 悶題 が生

　 じ た とこ ろ もあ っ た が 、最終的に は 解決 したとこ ろ が多い 。

w w
賭外国もY2K 対応に成功 した 。 これ はイ ン ターネ ッ トが有

効で あっ た こ とが大きい 。 世界中で 最新の 情報を共 有で きた

こ とが、発展 途上国や取 り組み が遅れた 国の 早期 キ ャ ッ チ ア

ッ プ に 有効で あっ た。判明 し たチ ッ プ毎の 問 題 の 有無などの

情報に より、短期間で 後発国が集中して対策効果を挙げる こ

とがで きた 。 また 国際機関の 取り組 み が効果的で あっ た 。 国

連 が ス ポン サーの 国際協力 Y2K セ ン タ
ー

や世界銀行 な どが

世界各国の 情報収集発俗 を行い 、取 り組み が促進 された。

｛mPlltll1lllptl
ア メ リカで は、Y2K に関 して社会的に取 り組み を促すため

に 情報公開法 、 お よび 訴訟に関する特別法を立案して 対処 し

た 。 Y2K の 影響度合い が小さか o たこ と、 各国の 首脳 が相

次い で 発表 した 安全 宣言の ア ナ ウ ン ス 効果 で、訴 訟 が 続発 す

る 可能性 は低 くな り効果 を挙げた。

  サイバ ーテ ロ ・　 イル ス

サイ バ ーテ ロ ・
ウイ ル ス につ い ては 、アメ リカが厳重体制を

取 るこ とを言明 しテ ロ 組織を検挙する行動に 出た た め 自重 し

た もの と思 われ る。実際 1 月末か ら日本も含 め世界的に ハ ッ

キ ン グ等が 猛威をふ る っ て お り当初の 警戒態勢の 構築は必要

で あっ たとい える 。

3　　報 シ ス テム の 修正 が 間に
△

っ た理由

Y2K 問題が 軽微に終了 した最大の ポ イ ン トは情報 シ ス テ ム

の 修正 が 閥に合っ た こ とで あ る 。 そ の 理 由を考える と以下の

項 目が挙げられ る二特に Y2K の 特色は自然災害 と異な り期

限が 明確で あ っ た こ とが大きい 。

  官民 あげて の 取 り組み が成功 した 。 特に金 融関係 で は金 融

　監督庁 の 指導や検査に よ る搓進の 功績は 大きい 。

  対処に失敗す ると経営者、自治体の 首 畏の 責任が 間われ

　る との 認識 が遅 蒔 きなが らも浸透 した 。

  取 引先 の トラブル の 回 避も必要とされ相 互 牽制 が働い た こ

　と。こ の ため 中小 企 業 へ の 取 り組 み促 進に 大企業や取引銀

　行が 積極的に関与 した。

  期 限 の 制約 か ら優 先順位 を 付け て 重点対応 し た た め、ト

　 ラブル 発生 が致命傷に な らなか っ た 。

  情報 シ ス テ ム 開発 はテ ス トが工 程の 半分を 占め る 。 そ の テ

　ス トを優先順位 を付 けて メイ ン ロ ジ ッ ク に絞 り込み、テ ス

　 ト期 間 を短縮 させ た。

  こ の 2 年で イ ン タ ネッ ト文化が間 に合い 、対策情報の 入 手、

　交換が Y2K 当初に予想 された よ，りも容易 とな っ た 。

  1999年年初の 99年問題 や 8月 の GPS の ロ ール オーバ ー
問

　題とも軽微で は あるが想定外の トラ ブル が発生 した こ とが

　 Y2K 問題 へ の 予 防注射的な注意喚起となっ た。

4　 Y2K 対策で 企業 ・自治体が認識 した こ と

Y2K へ の 取 り組 み で 日本の 各企業 ・自治体は 初めて 本格的

な リス クマ ネジ メ ン ト、危機管理 を実施 し た 。 特にY2K は

情報シ ス テ ム 部門だ けで は解決 で きな い 問題 であり、一
部の

部門まか せ で は解決 で きない 経営が 関与 し全 社 が 取 り組 ん で

初め て解決 出 来る リス ク が 実際に ある こ とを経 営 者 や首 長 が

認 識 した。
  法的 リス ク対策の 重要性、リス ク情報の 情報開示 の 重 要性 、

　ホームペ ージの 情報発 信情報収集 の 有効性を学んだ。

  Y2K 対 策が そ の 他の リス ク 、東京 ・京 都の 停 飃 や 放射能

　漏れ事故対応 に も有効で あ る。十 分 な危機 管 理体制 や事前

　準備 を取れば様々 な リス クへ の 企業防衛 に実際に役立 つ 。

a．病院 で 停電時の 手術に Y2K の 危機管理 計画 に そ っ て 非常
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　用発 電機を用 い あわてずに 対応 で きた ，

b．老人ホ
ー

ム で 停電時にナース コ ール の 代わ りに用意 して あ

　 っ た 子供用の 鈴を用い 有効 で あ o た 。

c．台風 18 号の 停竃 で はマ ニ ュ アル どお り銀行が手 払い 対応

　を実施 した。

  実 際 に テ ス トや 馴 練 を通 じ既存 の 防災 計 画 の 不備 を 発見

（觀 原が 足 りない 、レイ ア ウ トが不 便 ） した り、多 くの 社員

　 ・職員が 防災計画の 意味を理解 した。
  期間が なか っ た た め 、 通 常の意思決定 で は な く役員直結

　 の 意思決定を行い 、トッ プダウン の 棄早い 判断の や り方、

　優 先 順 位の 付 け方、総 花的で は な く最低限 有 効 な 要員 や予

　算 の 配備などを学ん だ。
5，Y2K 対策で の 問題 点

一方Y2K 対策を振 り返 る と様々 な問題点もあ り、これらは

今後の 危機管理へ の 教訓とする必 要が あ る。 企業経営 の 問題 、

埋 め込 み チ ッ プの 評価の 問題、海外 の 取 り組 み状況の 評価に

っ い て 述 べ る 。

《1 》企業経営の 問題

企 業に 取っ て の 問題は 多 くが経営の 認 識の 遅れ に よ る もの で

ある。具体的に は次の よ うな 閥題 が あ っ た。
  Y2K は情報シ ス テ ム の 問題 ではなく、経営の 閥題で ある

　 こ とへ の 認識転換 が ア メ リカ に比 較す る と大 きく遅れた 。

  ア メ リカ流 の 他社 に対す る対策状況確認 の ア ン ケートは他

　社に 取 り組み を促す効果が あ っ た が、過 度 に 保証 を要求す

　 る な ど過 剰 対応 で あ っ た 。

  対外発信力が 弱い た め、特に英語で の 情報公 闘が 弱か っ た

　 た め、海外 か ら当初低い 評価を受けた。　　　　　　
’

  経営 に とり て 「自社 の 問 題 」 とい う認識 が 当初簿 か っ た た

　め備 え るべ きシ ナ リオが 自責の もの で なはくライ フ ライ ン

　 の 停止 などへ の 備 え など他責の もの が 中心に捉えられ た。

  経営の 問題 で あるこ とへの 認識が遅れた た め 、 ポ トム ア ッ

　 プで 問題 を多くの 経営層 に 認 知 し て も ら う必 要 が あ り、発

　 生 の 可能 性 の あ る もの を網 羅 的 に説 明す る こ とで 精
一

杯 と

　 な っ て し まい 発生 頻度な どの 掘 り下げが 不 十 分 で あ っ た 。

（2｝埋 め込 み チ ッ プの 評価

Y2K 問題が 予測 と異な り経微で 済ん だ大 きな 要 棄の 一っ が

埋 め 込 み チ ッ プの 影響度の 評価 が食い 違 っ た こ とで あ る 。 埋

め 込み チ ッ プ の トラブル は2月 29日間題 の ATM の トラ ブル

の よ うに 修復漏れ が 多くの 影響を与えた例 も実際にあっ た

h
、 発生 頻度が 当初予想よ りもオーダー的に 低か っ た。ア メ

リ カ の Y2K の 第
一
人者も発 生頻度 を結果 的 に見 誤 っ た と発

表 した。予想 よ り発 生頻度が少なか っ た理由は下 紀の ような

複数の 要因か らなるb

a．問題 の あ るチ ッ プ の 発見交換は予想以上 に メーカー
で 対応

　 出 来 た 。

b．埋 め 込み チ ッ プの トラブル は 当初 日付エ ラ
ー

で 停止 し た ま

　 ま回復されな い もの が多い とされ て い た が、実際 は予想 以

　 上に 日付の 再設 定 で解消 で きた。

c．端末
一ホ ス ト型 の シ ス テ ム 設計で は ホス トか ら 日付 を再股

　 定す る 設計が 多か っ た。こ の た め海 中の 石 油掘 削装 置な ど

　 修理で きない チ ッ プの トラブ ル の 発生が杞憂に終わっ た。

d．これ ら調 査 に っ れ て判明 した 安心材料が 必 ず し も一般 に伝

　 わ らな か っ た。そ の 理 由 は、万 が一が あ り得 る こ と （実 際

　 万が一は あ っ た ）。 また 、一
っ の 製 品 を作 成 す る に は多く

　 の 企業が 関与 し、お互い が他方を知らない た め 自信をもっ

　 て宣言 出 来 なか っ た こ とに よ る。例 えば、パ ソ コ ン で い う

　と 、   リア ル タイ ム ク ロ ッ ク、  ROM  ハ ード （い わ ゆ

　 るパ ソコ ン 本 体 ）   BIOS  OStsよび a 一テ ィ リテ ィ プ ロ グ

　ラム   ア プ リケ
ー

シ ョ ン プ ロ グ ラム とい う構成を とる。 こ

れ らの 全 て に Y2K が あ り得 、 すべ て が Y2K 対策をク リ

　ア して初めて機能する。 これ らをそれぞ れ 異な る企 業が提

供 して い る の が 実態で あ り、各企業は 自社の 問題 の 有無は

　発 衷 で き る が、他企 業は わか らな い と回 答せ ざる を得ず、
　
一

般市民の 不安が 解消されなか っ た。
e，リア ル タ イ ム ク ロ ッ ク とROMを一

般 の 人 は 区別せ ずに埋め

　込み チ ッ プとして 捉えてお り件数的に誤 解 を生ん だ 。

〔3） 海 外 の トラ ブル の 艀

海外賭国を評価す るの に 日常の イ メ
ージ が払拭出来ず発 展 途

上国で は被害が饒発する と予想が され た 。 逆に発展途上 国で

Y2K が発生 しなか っ たか ら過剰対 応で は なか っ たか との 意

見が 生 じた 。
い ずれ もス テ レ オ タイ プの 見方 で あり好ま し く

ない。実際 は各国々 とも技術者 はシ ス テ ム の 修正 に取 り組 ん

で い た。こ の よ うな見方 が生 じた 理 由は以下 の とお り。

a．口本 と同様、英陌で の 情報発信が なされない と、 ア メ リカ

　で は評 価 が 低 くな る。

b．現在 世 界各 国の 醇価を行い 、堂 々 と発表 出来る 国はア メ リ

　カ しか ない。ア メ リカは評価の ための 情報収集活動は多く

　 の ロ
ー

ドをか けて 行っ て い るこ とは事実で あ るが、そ の 他

　 の 国 の 慱報源が な く、情報が 偏 っ たの は否 めない。
6 ．リス ク コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 問題 点

最近 リス ク コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に つ い て 閲心 が 高ま っ て い

る。 そ の 観 点 か らす る と情報発信 の方法や安全 宣 言にっ い て

様 々 な教訓が ある。
（1》情報発信 につ い て

情報発信に つ い て は一般の 人が 理解で き るか 、 あ るい はパ ニ

ッ ク をお こ さずに い か に適切な対応を促す か が 焦点 とな る

が 、 以下の 問題 が あ っ た 。

a．Y2K 問題 が 無い こ と を発表 す る に あ た D 政府を中心 に

「日付 機 能 を用 い な い こ とか ら亅 とい う表 現 を用 い た が、一

　般 の 人 には わ か りに くか っ た 。

b．対応 が早 か っ たア メ リカで は1999年年初 に 問題 の 大きさを

　広報 し、各官 庁の 対応状況 な どの 成績を発 表す るな ど警戒

　感 を与 え、また、赤 十字な どを通 じて 民 聞 へ 災害対策の 徹

　底を促すなど対策を取らせ る こ とを重視 し、一
方年の 後 半

　 で は実 際に対応が 聞に合 っ て きた懣触もあ り、
パ ニ ッ クを

　起 こ さない よ う重大な こ とが 起きる可 能性 は減 っ た と報道

　 して い る。
c．一方遅れた 国々 は、対策を促す注意喚起の 情報提供の 山が

　年末 に近 づ い て しま っ た ため、安 心 を与える た めの情報 と

　対策を促すた めの 啓蒙の ための 網羅的な情報が混在 した。
d．本 来 は国 民 が 阪神 。淡路大震災の 後の 中央防災会 議 で 再 徹

　底 された 3 日分 の 備蓄実施 を再 確認 す るべ き政府か らの 呼

　 び か け が、一
部 で は必 要ない 無駄 な対応 と誤解された。

e．1月1日の 社会的な トラブル の 可 否が過大 に取り上げられ て

　 しま い
、 イベ ン ト的色 彩が強 くな っ て しま っ た 。 多くの 企

　業や 自治体は1月 4日以 降の トラブル に対処 す る必 要 が あ り

　 実際対応は大変で あっ たが、過小評価され て い る。
f，織 話 の 輻輳 は

一
部の 携帯電 話 で発生 した が s

一般 の 総 話は

　 日本で は 輻輳 し なか っ た 。 こ の 輻輳回避 は政府などの 呼 び

　 か けの 成 果 で あ る。海外 で は ニ ュ
ージーラ ン ドをは じ めい

　 くつ かの 国で 輻績を生 じて い る。

g．Y2K は 自然災害 と異な り、 人為的な リス ク で あ る。 その
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た め ア ナ ウ ン ス 効果 が大 き く リス ク の 発現度や影響度に効

い て くる。警戒感を与え る呼び かけをっ づ け多くの 企業や

　自治体が対策をとっ た結果影響を最小限に抑えられた。 そ

れで もい くっ か の Y2K は 出現 した 。 逆に当初か ら対応を

取 るは ずだか らおおきな問題は発生 しない と冕表 して い た

　ら最終的に 重大 な 事態 が 発生 した と予想され る。実際企 業

や 自治 体 の 対応は ぎ りぎ b閥に 合 っ た こ とを認識する必 要

　がある。

〔2）　　 宣
一

につ い て

1月1日の 午前 1 時の 日本政府の 安全 宣言 は概括的には Y2K

に対す る不安 を消 し、Y2K は 大 し た こ とは なか っ た の だ と

い う感覚に させ、な んで もかん で もY2K とい う風潮を消 し

た効果が あ っ た と思われ る 。特に 臨訟 対策 に は有効で あっ た 。

そ の た め 1月 4 日以 降の 本格営業以後の Y2K 事例 な どの 報

道 が減少 し、実態が 把握 しに く くなっ た。

：の 他 以下 の よ うな問題点も生 じて い る 。

a．埋 め込みチ ップなどは世界標準時の もの もあり、 実際原子

　力発亀所の 制御榛監視シ ス テ ム の 停止 な どが発生 した た め

　日本時間で行っ た安全宣言の 出し方 に疑問も残 した。

b．安全宣君 は包括的な 「安全 」 とい う言葉 よ りは、確 認 した

　範囲 と方法やそ の 結果を丁寧 に説明する必要が ある。

c．安全宣言後急速に危機管理意識が 薄れ た副作用 も 生 じて

　い る。 企業や自治体が学ん だ危機管理 の 経験を後世に役 立

　 て る措置を取る必 要が あ る。

7　 イ ン タネ ッ ト、ホ ーム ペ ージの 有効性

3 一
  で 述べ た よ うに イ ン タネ ッ トの 文 化 が 間に合 っ た こ と

が Y2K の 解決に大きく寄与 し た と考える。
　 Y 　2K はイ ン タ

ネ ッ トの 発展 の ひ とつ の 象徴的な出来事であっ た。Y2K と

い う事例で 世界中の ほ とん どの 国 々
、 世界の 主要 企業、先進

国の 自治体な どが ホーム ベ ージ をか か げ、Y2K の トラブ ル

情報、対応情報が提供され 、 さ らに 対応用の ソ フ トウェ アの

ダウン ロ ード提供もなされた。また 、公 式、非公 式 の メー
ル

を用い た情報交換 が組織 内を も含 む 世 論形 成 に多大な貢献を

した。例えば 1個人が 米上 院 2000 年問題 技 術問題 特 別委

員会の 調査報告書をい ともたやすく入 手 で きるなど情報の 共

有化の ロ ードが極め て 削減 された 。 こ の 他に も次の よ うな効

果 が あ っ た。

a イ ン タネ ッ トに よ り、企 業は 自社製品の Y2K の トラ ブル

　の 有無、解決方法の 有無、対応用 ソフ トウェ ア を広く顧客

　に提供で きた。 こ の た め 、 1月1日以降の ユ ーザーか らの Y

　 2k の トラブル や質問の 数は は るか に少 な か っ た 。

b．企業が顧客お よ び、ユ
ーザーに対 して 自社の 取り組み状況

　を開示する ツー一■一ル として有効で あっ た 。 企業間の情報の相

　互入手はホームペ ージで行 われ た 。 イ ン タネ ッ トやホーム

　ペ ージの 有効性 を 短期間で 多 くの 企業の 経営に 近 い 部門が

　実際に身に っ けた意義はY2K の 副産物 と して 大 きい 。

c．1月 1日以降の 世界中の 爽際に発 生 した こ とが、短時聞で 情

　報収集 で きた 。 また 、 日本国内の 情報 を短時間に 多ぐの 国

　 へ 発 信で きたこ との 意義も大きい
。 こ れは 、 それ らの 機 能

　 を有 効 に させ る た めの 人的ネ ッ トワーク や、役割 を理 解 し

　 た要員の 配置、ボラ ン テ ィ ア の 活躙などがあっ て実現で き

　 た こ とを認識する必 翼がある。特に 日本 で はY2KCC ！J
　 Pの 活動が挙げられる。

d．情報が短時間で 共 有され 未確 認情報の 真贋 の 確認や誤報の

　 訂 正 が遠や かに行わ れたた め、風評に よる社会的混乱が発

　 生 しなか っ 鶴

8　危 管理、リス クマ ネジメ ン トは 定 す るか

Y2K 対応で は事前準備に加え
一

部の トラブル を経験 した企

業、 自治体は事後対応 も経験 した 。 しか し多くの 企業、 自治

体は リス ク軽減策が成功 した た め、事後 対 応の 能力 の 差が 目

に見 えなか っ た 。
っ ま り政府、自治体、企業な どの 危機管理

計 画 が 十分だっ たか どうかは、その 能力を発揮す る局 面 が な

か っ たため評価は保留に な る 。 危機管理 は  発生 の 可 能性が

あるか 、   影響は 甚大 にな る可能性が あるか  回避す る手だ

て が あるか 、の 3 条件 を満 たす 場 合対応 を行 う。対 処する場

合は 軽 微な規 模 の シ ナ リオ か ら想定可 能な最悪な シ ナ リオ ま

で を検討 し、自社や組織の レベ ル に あ っ た備えを行 う。備え

として は、 まず発生 させ ない よ うに 最大限の 努力で リス ク削

減策を 実施 し、さらに 万
一
発生 した 場合に影響を 最小限 に抑

えるた め の 事前準備 と事 後対応 計画 っ ま り危機管理計面の 策

定を行う． こ れ らの 駱 識は
一

部で は まだ浸透 して い ない 。 問

題を発生させ ない よ うに したの だ か ら万一に備える危機管理

計画 は必 要ない とい う意見は適切で はない。Y2K は世界的

に第二 次世界大戦以来の 厳戒態 勢 を引い た事例 とい える。 そ

して 労力 を か け て Y2K の 発 生を押 さえ 込 ん だ 成功例 で あ

る。こ の 経験をい か に 風化 させ ない か が大切 で ある。阪神淡

路大震 災での経験が 5年 で相当風化 して い る。 Y2K で 学ん

だ危機管理やリス クマ ネジ メ ン トに 関す る ノウハ ウ と経験を

継承する には 、 複数の 要員を平時の リス クマ ネジ メ ン ト業務

に従 事させ るな ど組織だ っ た対応を経 営や組 織の 最高責任者

が 関与 して 取 る こ とが必 要 で ある。

以 上
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